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「
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
進
化
と
展
望
」か
ら

Ｇ
Ｈ
Ｐ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 
安
孫
子
徹
技
術
顧
問

新
型
コ
ロ
ナ
後
に
備
え
よ
う

　
２
０
１
９
年
度
は
、
熱
中
症
対
策
と
し
て
公
立
小
中
学
校
普

通
教
室
へ
の
空
調
設
備
導
入
が
進
み
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
も
前
年
度
の
実

績
を
大
き
く
上
回
る
４
万
台
弱
を
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
方
、
足
元
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
の
拡

大
が
国
内
外
の
経
済
に
大
打
撃
を
与
え
て
お
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
販
売

に
も
大
き
く
影
響
す
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束

後
を
見
据
え
た
Ｇ
Ｈ
Ｐ
販
売
の
反
転
攻
勢
に
つ
い
て
、
安
孫
子

徹
・
Ｇ
Ｈ
Ｐ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
技
術
顧
問
に
よ
る
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
技

術
、
営
業
、
環
境
問
題
に
関
す
る
解
説
文
（
近
日
発
刊
予
定
の

Ｇ
Ｈ
Ｐ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
機
関
紙
「
Ｇ
Ａ
Ｓ
21
」
用
に
書
か
れ

た
記
事
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
）
を
掲
載
す
る
。

故
障
率
低
減 

高
ま
っ
た
信
頼
性

高
効
率
と
環
境
性
に
強
み

技
　
術
　
編

営
　
業
　
編

まだある成長の余地
営業のプロ人材育成が急務

災
対
力
訴
求

を
採
用
し
て
い
る
の
で
高
い

効
率
を
誇
る
。
ガ
ス
エ
ン
ジ

ン
か
ら
の
排
熱
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
低
温
暖
房
能
力
に

優
れ
、
素
早
く
暖
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
コ
ス
ト
面
で

は
、
燃
料
費
や
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
が
安
価
な
一
方
で
、

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
や
圧
縮
機
な

ど
が
高
価
な
た
め
イ
ニ
シ
ア

ル
コ
ス
ト
は
高
く
な
る
。
Ｅ

Ｈ
Ｐ
と
比
べ
る
と
排
熱
や
振

動
へ
の
対
策
が
必
須
と
な
る

が
、
生
産
機
に
各
種
の
対
策

を
織
り
込
ん
で
き
た
た
め
、

不
具
合
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
の

故
障
率
は
大
幅
に
軽
減
さ
れ

て
い
る
。 

　
ま
た
、
環
境
負
荷
対
策
も

必
要
と
な
る
が
、
こ
ち
ら
も

既
に
生
産
機
へ
織
り
込
み
済

み
で
、
各
環
境
負
荷
の
規
制

基
準
な
ど
を
順
守
し
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
消
耗
部
品
の

定
期
的
な
保
守
が
必
要
で
、

ン
駆
動
）
を
採
用
す
る
エ
ア

コ
ン
は
Ｇ
Ｈ
Ｐ
と
呼
ば
れ
、

大
部
分
が
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ

ア
コ
ン
と
な
る
。
い
ず
れ
も

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
方
式
を
採
用

し
、
室
内
機
は
共
通
の
も
の

を
使
用
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｈ
Ｐ

の
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
は
モ
ー

タ
ー
と
一
体
型
で
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ

の
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
は
エ
ン

ジ
ン
と
分
離
型
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
ら
は
室
外
機
の
大

き
さ
と
深
く
関
係
し
て
く

る
。 

　
エ
ア
コ
ン
の
冷
暖
房
は
、

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
方
式
で
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
室
外
機

と
室
内
機
の
中
に
あ
る
熱
交

換
器
の
間
で
冷
媒
を
圧
縮
機

で
往
復
さ
せ
る
こ
と
で
行

い
、
冷
媒
の
蒸
発
で
熱
を
汲

み
上
げ
、
凝
縮
で
熱
を
吐
き

出
し
て
冷
暖
房
す
る
。
こ
の

と
き
圧
縮
機
の
駆
動
を
ガ
ス

エ
ン
ジ
ン
で
行
う
も
の
が
Ｇ

Ｈ
Ｐ
と
呼
ば
れ
る
空
調
機

だ
。 

　
Ｇ
Ｈ
Ｐ
は
、
Ｅ
Ｈ
Ｐ
と
比

較
し
て
次
の
よ
う
な
特
徴
が

あ
る
。
第
１
に
圧
縮
機
の
駆

動
が
モ
ー
タ
ー
で
は
な
く
ガ

ス
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る
た
め
小

電
力
で
あ
る
こ
と
だ
。
加
え

て
冷
暖
房
に
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

　
ま
ず
Ｇ
Ｈ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
の

概
要
を
説
明
す
る
。
家
庭
の

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
、
店
舗
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
、
事

務
所
の
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア

コ
ン
は
電
気
式
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
（
モ
ー
タ
ー
駆
動
）
を
採

用
し
て
お
り
、
Ｅ
Ｈ
Ｐ
と
呼

ば
れ
る
。
一
方
で
ガ
ス
式
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
（
ガ
ス
エ
ン
ジ

　
Ｇ
Ｈ
Ｐ
特
有
の
商
品
に

は
、「
ハ
イ
パ
ワ
ー
マ
ル

チ
」「
ハ
イ
パ
ワ
ー
エ
ク
セ

ル
」「
電
源
自
立
型
Ｇ
Ｈ

Ｐ
」「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
Ｇ
Ｈ

Ｐ
」

―
な
ど
が
あ
る
。
ハ

イ
パ
ワ
ー
マ
ル
チ
は
発
電
機

を
搭
載
し
、
室
外
機
の
電
力

消
費
量
は
Ｅ
Ｈ
Ｐ
の
１
０
０

分
の
１
と
な
る
。
ハ
イ
パ
ワ

ー
エ
ク
セ
ル
も
発
電
機
を
搭

載
し
た
も
の
で
、
室
外
機
の

外
部
に
も
電
力
供
給
が
で
き

る
。
電
源
自
立
型
Ｇ
Ｈ
Ｐ
は

バ
ッ
テ
リ
ー
を
併
設
し
、
停

電
時
に
も
空
調
や
照
明
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
Ｇ
Ｈ
Ｐ
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ

と
Ｅ
Ｈ
Ｐ
を
組
み
合
わ
せ
、

コ
ス
ト
、
デ
マ
ン
ド
抑
制
の

う
ち
か
ら
一
つ
を
目
標
に
選

択
し
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た

め
の
最
適
化
運
転
が
で
き

る
。

　
Ｇ
Ｈ
Ｐ
と
Ｅ
Ｈ
Ｐ
の
20
馬

力
標
準
機
を
比
較
す
る
と
、

Ｇ
Ｈ
Ｐ
は
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
で

駆
動
す
る
た
め
Ｅ
Ｈ
Ｐ
よ
り

電
気
消
費
量
が
小
さ
く
、
省

電
力
性
に
優
れ
て
い
る
。
ま

た
、
電
力
料
金
の
契
約
電
力

は
ピ
ー
ク
を
基
準
と
し
て
決

ま
る
た
め
、
Ｅ
Ｈ
Ｐ
は
基
本

料
金
が
高
価
に
な
る
が
、
Ｇ

Ｈ
Ｐ
は
契
約
電
力
の
低
減
が

可
能
で
、
基
本
料
金
を
含
む

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
安
価

に
な
り
、
経
済
性
で
も
強
み

が
あ
る
。

　
停
電
対
策
で
は
、
電
源
自

立
型
Ｇ
Ｈ
Ｐ
は
停
電
時
も
空

調
や
照
明
な
ど
が
可
能
に
な

る
が
、
Ｅ
Ｈ
Ｐ
は
基
本
的
に

空
調
機
が
利
用
で
き
な
く
な

る
。
も
し
、
停
電
時
に
Ｅ
Ｈ

Ｐ
を
使
用
す
る
と
な
る
と
、

大
型
で
高
価
な
非
常
用
発
電

機
の
併
設
が
必
須
と
な
る
。

環
境
性
で
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
は
し

っ
か
り
と
し
た
運
転
音
の
騒

音
対
策
が
施
さ
れ
、
環
境
負

荷
も
す
べ
て
低
減
対
策
を
織

り
込
み
済
み
で
あ
る
の
に
対

し
、
Ｅ
Ｈ
Ｐ
は
あ
ま
り
騒
音

対
策
を
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、

環
境
負
荷
対
策
は
発
電
所
で

行
っ
て
い
る
な
ど
の
特
徴
が

あ
る
。 

　
こ
の
ほ
か
設
置
性
で
は
、

Ｇ
Ｈ
Ｐ
が
コ
ン
パ
ク
ト
化
と

軽
量
化
を
進
め
つ
つ
も
エ
ン

ジ
ン
と
圧
縮
機
が
別
置
き
で

あ
る
た
め
大
き
い
が
、
Ｅ
Ｈ

Ｐ
は
モ
ー
タ
ー
と
圧
縮
機
が

一
体
型
で
省
ス
ペ
ー
ス
だ
。

節
電
へ
の
貢
献
で
は
、
Ｇ
Ｈ

Ｐ
は
小
電
力
な
た
め
空
調
ピ

ー
ク
カ
ッ
ト
に
大
き
く
貢
献

す
る
。
空
調
用
電
力
の
増
大

は
電
力
不
足
の
一
因
で
あ

り
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
電
力

需
要
の
半
分
弱
が
空
調
負
荷

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
Ｅ

Ｈ
Ｐ
は
節
電
に
は
不
向
き
と

い
え
る
。

　
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
販
売
台
数
は
累

計
で
約
１
０
０
万
台
、
約
３

９
０
０
万
㌔
㍗
の
空
調
規
模

を
販
売
し
て
い
る
。
空
調
用

電
力
に
換
算
す
る
と
約
１
２

０
０
万
㌔
㍗
と
な
り
、
１
０

０
万
㌔
㍗
の
原
発
12
基
に
相

当
す
る
。
平
均
販
売
馬
力
は

当
初
12
馬
力
程
度
だ
っ
た
も

の
が
、
２
０
１
０
年
ご
ろ
か

ら
約
18
馬
力
へ
と
大
型
化
し

て
い
る
。
昨
年
度
は
学
校
空

調
の
整
備
が
進
ん
だ
影
響
も

あ
り
、
販
売
台
数
が
３
万
９

３
８
９
台
、
平
均
馬
力
が
約

20
馬
力
ま
で
伸
長
し
た
。 

　
今
後
の
主
な
販
売
先
と
し

て
は
▽
長
期
の
休
み
が
あ
り

空
調
機
の
稼
働
時
間
が
短
い

学
校
▽
空
調
用
の
電
力
を
生

産
用
に
転
用
し
た
い
工
場
▽

Ｅ
Ｈ
Ｐ
で
計
画
の
最
大
消
費

電
力
が
50
㌔
㍗
超
に
な
り
高

圧
受
電
と
な
る
需
要
家
▽
Ｂ

Ｃ
Ｐ
対
策
を
優
先
す
る
需
要

家
⑤
Ｅ
Ｈ
Ｐ
で
は
特
高
受
電

が
必
要
に
な
る
大
型
商
業
施

設
（
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー

ル
）

―
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。

　
こ
れ
ま
で
に
Ｇ
Ｈ
Ｐ
が
再

評
価
さ
れ
た
エ
ポ
ッ
ク
は
大

き
く
三
つ
あ
る
（
表
③
）。

２
０
０
０
年
の
大
規
模
小
売

店
舗
法
の
廃
止
で
は
Ｇ
Ｈ
Ｐ

の
販
売
が
急
増
し
、
販
売
台

数
約
５
万
台
・
販
売
馬
力
約

61
万
馬
力
と
な
っ
た
。
続
い

て
11
年
に
原
発
事
故
に
よ
る

電
力
不
足
か
ら
小
電
力
の
Ｇ

Ｈ
Ｐ
が
再
評
価
さ
れ
、
販
売

が
Ｖ
字
回
復
し
た
。
前
年
の

10
年
に
販
売
台
数
約
１
万
６

千
台
・
販
売
馬
力
約
28
万
馬

力
だ
っ
た
の
が
、
11
年
は
約

１
万
９
千
台
・
約
33
万
馬
力

に
達
し
た
。

　
三
つ
目
は
18
年
か
ら
の
公

立
小
中
学
校
の
教
室
全
室
空

調
化
政
策
に
よ
る
販
売
増
加

だ
。
そ
の
結
果
、
19
年
の
販

売
台
数
は
約
３
万
８
千
台
、

販
売
馬
力
は
約
73
万
５
千
馬

力
と
な
っ
た
。
公
立
小
中
学

校
の
空
調
設
備
の
設
置
率
は

２
０
１
９
年
９
月
時
点
で
普

通
教
室
78
・
４
％
、
体
育
館

３
・
２
％
と
な
っ
て
い
た
。 

　
教
室
以
外
の
学
校
施
設
へ

の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
仕
様
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の

導
入
事
例
も
徐
々
に
増
え
て

い
る
。
東
京
・
府
中
市
で
は

昨
夏
、
小
学
校
22
校
す
べ
て

の
体
育
館
に
計
６
８
２
馬
力

に
及
ぶ
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
仕
様
Ｇ
Ｈ

Ｐ
を
導
入
し
た
。
和
歌
山
県

和
歌
山
市
で
も
市
立
中
学
校

７
校
の
体
育
館
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

仕
様
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
導
入
が
進

み
、
２
０
２
０
年
９
月
の
竣

工
を
予
定
し
て
い
る
。 

　
今
後
の
Ｇ
Ｈ
Ｐ
営
業
に
お

け
る
課
題
と
取
り
組
み
に
つ

い
て
述
べ
て
み
た
い
。

　
２
０
１
８
年
度
か
ら
公
立

小
中
学
校
普
通
教
室
の
冷
房

化
は
国
の
熱
中
症
対
策
事
業

の
支
援
を
受
け
て
着
実
に
普

及
し
た
。
一
方
で
、
体
育
館

は
そ
の
多
く
が
避
難
所
に
指

定
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
冷
房
化
率
は
わ
ず
か
４

％
に
過
ぎ
な
い
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

は
緊
急
時
燃
料
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
お
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
を
は

じ
め
災
害
時
に
も
役
立
つ
燃

料
機
器
の
最
適
市
場
と
し
て

営
業
を
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
。

　
Ｇ
Ｈ
Ｐ
は
都
市
ガ
ス
仕
様

機
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
に
約

１
０
０
万
台
を
販
売
し
て
き

た
。
こ
れ
ら
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
リ
プ

レ
ー
ス
需
要
を
確
実
に
取
り

組
む
た
め
に
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
で
減
少
し
た
Ｇ
Ｈ
Ｐ

の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
営

業
パ
ー
ソ
ン
の
育
成
が
急
務

と
考
え
る
。（
５
面
に
続
く
）

ガ
ス
会
社
や
メ
ー
カ
ー
が
保

守
点
検
サ
ー
ビ
ス
を
確
立
し

て
い
る
の
も
特
徴
だ
。
室
内

機
は
Ｅ
Ｈ
Ｐ
メ
ー
カ
ー
か
ら

の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
で
、
Ｅ
Ｈ
Ｐ
と
同

じ
も
の
を
採
用
し
て
い
る
。 

　
Ｇ
Ｈ
Ｐ
商
品
化
の
歴
史
は

大
き
く
四
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に

分
類
さ
れ
、
①
機
器
コ
ス
ト

や
故
障
率
の
低
減
②
環
境
負

荷
の
低
減
③
Ｃ
Ｏ
Ｐ
向
上
・

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
拡
充
④
Ａ
Ｐ

Ｆ
向
上
・
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

拡
大

―
に
な
る
。
前
段
の

①
と
②
は
Ｅ
Ｈ
Ｐ
に
対
し
て

劣
勢
な
個
所
の
解
消
を
図
っ

た
も
の
で
、
③
と
④
は
Ｅ
Ｈ

Ｐ
に
対
す
る
競
合
力
向
上
の

取
り
組
み
に
当
た
る
。 

　
商
品
化
の
歴
史
の
当
初
か

ら
手
掛
け
ら
れ
、
大
き
な
成

果
を
上
げ
た
の
が
故
障
率
の

低
減
で
あ
る
。
１
９
９
０
年

台
半
ば
の
生
産
機
は
年
間
の

故
障
率
が
10
％
弱
で
あ
っ
た

が
、
現
在
は
１
％
強
ま
で
抑

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

昔
は
Ｇ
Ｈ
Ｐ
を
10
台
設
置
す

る
と
１
年
間
に
１
回
程
度
発

生
し
て
い
た
故
障
が
、
現
在

は
10
年
間
に
１
回
程
度
に
改

善
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
故
障
率
が
80
～
90
％
改

善
さ
れ
た
こ
と
で
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ

は
信
頼
性
の
高
い
機
器
に
な

っ
た
と
言
え
る
。 

　
故
障
率
の
低
減
と
並
ん
で

成
果
を
上
げ
た
も
の
に
環
境

負
荷
の
低
減
が
あ
る
。
Ｇ
Ｈ

Ｐ
は
ガ
ス
を
燃
料
と
す
る
た

め
、
少
な
か
ら
ず
環
境
負
荷

の
発
生
は
避
け
ら
れ
な
い
。

大
気
、
水
質
、
騒
音
、
振

動
、
悪
臭
の
五
つ
の
負
荷
で

対
策
が
行
わ
れ
、
現
在
は
す

べ
て
の
負
荷
で
規
制
基
準
を

ク
リ
ア
し
て
お
り
、
特
に
臭

気
対
策
で
搭
載
し
た
触
媒
は

臭
気
を
低
減
し
た
だ
け
で
な

く
、
排
気
中
の
Ｃ
Ｏ
や
同
伴

オ
イ
ル
の
低
減
な
ど
副
次
的

効
果
も
も
た
ら
し
て
い
る
。 

　
環
境
対
策
が
ほ
ぼ
完
了
し

た
２
０
０
０
年
前
後
か
ら
メ

ー
カ
ー
独
自
の
高
効
率
化
が

始
ま
り
、
そ
の
後
、
ガ
ス
３

社
と
の
共
同
開
発
で
Ｃ
Ｏ
Ｐ

向
上
が
実
現
し
て
き
た
。
Ｇ

Ｈ
Ｐ
の
室
外
機
と
室
内
機
の

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
は
、
各
メ

ー
カ
ー
間
で
不
揃
い
だ
っ
た

も
の
を
、
メ
ー
カ
ー
独
自
の

判
断
で
ほ
ぼ
同
じ
に
な
る
よ

う
揃
え
ら
れ
て
き
た
。 

　
２
０
０
６
年
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
改

定
で
年
間
稼
働
時
の
性
能

（
Ａ
Ｐ
Ｆ
）
が
規
定
さ
れ
た

こ
と
で
、
出
現
頻
度
の
少
な

い
定
格
負
荷
よ
り
出
現
頻
度

の
多
い
部
分
負
荷
の
性
能
が

重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
エ
ン
ジ
ン
設
定
を
定
格

点
か
ら
中
間
負
荷
側
に
少
し

移
動
す
る
こ
と
で
Ａ
Ｐ
Ｆ
の

向
上
を
実
現
し
た
。 

　
ま
た
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
冷
媒
が

Ｒ
４
０
７
Ｃ
か
ら
高
圧
冷
媒

の
Ｒ
４
１
０
Ａ
に
全
面
切
り

替
え
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、

標
準
機
以
外
の
リ
プ
レ
ー
ス

マ
ル
チ
、
室
外
機
マ
ル
チ
、

自
立
型
マ
ル
チ
、
冷
暖
同
時

マ
ル
チ
、
チ
ラ
ー
な
ど
Ｇ
Ｈ

Ｐ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
拡

充
さ
れ
た
。 

安孫子徹氏


